
それぞれの立場になって考えてみましょう。
① あなたがよしきくんだったらどんな気持ちでしょうか。
② では、お母さんはどのような気持ちでしょうか。
③ 順番を待っている友だちなら、どのような気持ちでしょう。また、どうしますか。 

 ブランコは子供たちみんなが大好きな公園の乗りもの。いつも４つあるブランコは子供でいっ
ぱい。そして、待っている子供たちがたくさんいます。
 ブランコが大好きな子供たちも、ずっと乗っていたいのですが、みんなの道具ですし、次の子
供が待っているのです。やはり、順番を教えていくことが必要になります。とはいえ、スムース
に子供に応じるはずは、ないのです。

 ある秋の日。さくら公園のブランコの乗り場で、よしきくん、かなこちゃん、まさこちゃん
ゆうたくんがブランコに乗って遊んでいました。みんなもうすぐ３歳になる子供たちです。
 ブランコの近くには、次に乗りたくて待っている子供たちがたくさんいました。それぞれ、
並んだり、砂場の方でこちらをちらちら見たりしながら、待っていました。
 さて、かなこちゃんもまさこちゃんもゆうたくんもお母さんに言われて、ブランコをしぶし
ぶ次の友だちにゆずりました。
 ところが、よしきくんは「絶対いやだあ。」と言って、ゆずりません。次に乗りたい子供た
ちもじーっと見つめて待っていますが、「ぼくが先だから。」と言ってゆずりません。
 おかあさんは、困ってしまいました…



① エピソードのような場面で、困った経験はありますか。

② エピソードの場面で、もしあなたがお母さんならどうしますか。

③ 現在、あなたが「しつけ」として「困っていること」はありますか︖

④ グループ内で「順番で遊ぶこと」「順番で楽しむ遊び」について話し合ってみましょう。



 まず、子供の行動に、ここまでは目をつぶるけどこれ以上はだめだよ、と枠を教えること。
このとき、その枠は大きく大きく設定することがコツです。
 もう一つは、あいさつや言葉遣い、起きる時間や寝る時間、食事の仕方、歯みがき、お片
づけなど気持ちよくくらすためのマナーと習慣という「型」を教えていくことです。
 本来、これらはどちらも楽しい行為です。枠があるということは、その範囲内では自由に
行動できるということでもあります。また、今までできなかったことが、一つ一つ自分にも
できるようになっていくことは、子供にとって誇らしいことであり、よろこびです。



子供の社会性の発達から見る遊びの分類

 「順番を守る、ルールを守る」大人には、大変なことではありませんが、子供が守るよう
になるためには、いくつかのステップが必要です。ルール理解のために必要な力…。

ひとり遊び︓ひとりで遊ぶ。他の子供に影響されずに遊ぶ。０歳〜１歳ころ


